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激減しており，2014年には 19 種のウナギのうち，8 種
が国際自然保護連合の絶滅危惧種や準絶滅危惧種に指
定された 1)．この原因として，乱獲，河川環境の悪化





















































図-1 に実験に用いた長さ L =1.0m，幅B =1.0m，高さ
H =0.45m のグレーに塗装された木製正方形プールの概
略を示す．ただし， x =0m の y - z 断面の壁面はアクリ
ル板を用いた．プール偶角部の 1つを原点とし，長さ方
向に x軸，鉛直上向きに y 軸，幅方向に z 軸をとる．散
水装置 (Water sprying device)をプール水面から高さ
S
H =0.40m の位置に固定した．散水装置から離れた位置






D を 0.10，0.30および 0.50mの 3通りに変化させる
と共に，散水流量Qを 80，160および 240ml/sの 3通り
に変化させた．図-2 に示すように散水範囲の中心位置


























 x軸方向および z 軸方向にそれぞれ 0.1m 間隔でメッ
シュを区切り，各メッシュ内で 1sごとに存在尾数 mn を
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(2) ウナギの 1尾の遊泳軌跡 
      
(a) Non 
 
(b) Ds10-80           (c) Ds30-80           (d) Ds50-80 
 
(e) Ds10-160           (f) Ds30-160           (g) Ds50-160 
 
(h) Ds10-240           (i) Ds30-240           (j) Ds50-240 
図-4 ウナギの存在率コンタ  ー
  4 
 図-5(a)に散水しない場合(Non)の，図-5(b)～(f)に散水時
















頭部と体長の中心(Center of body)を結んだ直線 BL との
なす角を魚向 θ とした． の正値は時計回，範囲を-
180º≤ ≤180º とした．魚向の絶対値  を 20º ずつ分割し，
各範囲内の時間平均尾数を On を全尾数N で除した値










D において，魚向  の頻度分布に明
確な傾向は見られない．また，繰り返しのない二元配置
分散分析を用いると，流量と散水範囲の有意確率 P-値





























































































































(e) Ds30-240         (f) Ds50-240 
図-5 ウナギの1尾の遊泳軌跡 
Eel














































(c)  散水直径 SD =0.50m 
図-7 集魚判定域外におけるウナギの魚向 






















おいて，底面から y 軸方向に 0.03mごとに分割し，各範
囲内を遊泳する尾数の時間平均数 dN を全尾数N で除
した値 NNd を求めた．図-9(a)～(d)に遊泳距離 y を水











増加に伴って 0.7≤ hy ≤1.0の範囲において hy の遊泳頻
度 NNd が高くなる．同一の散水直径 SD =0.50m で，散
水流量Q の異なる図-9(c)，(d)を比較する．集魚判定域
外(outside)では両者の散水流量Qにおいて 0.1≤ hy ≤0.3の
範囲に hy の遊泳頻度 NNd が集中しており，集魚判
定域内 (inside)では，散水流量 Q の増加に伴い
0.7≤ hy ≤1.0 の範囲において hy の遊泳頻度 NNd が高
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Fish gathering area :
 
(a) Ds10-80        (b) Ds10-240        (c) Ds50-80        (d) Ds50-240 
図-9 ウナギと底面との距離の頻度分布(鉛直断面) 
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When fish gathering device is set in the entrance of fishway, this may affect the migration rate. It is as-
sumed that eels (Anguilla japonica) gather by water spraying. However, little is known about effects of 
fish gathering by water spraying. This study was made to analysis effect of gathering eels under the con-
dition that range of water spraying and discharge spraying are changed. It was found that water sprying 
has an effect on gathering fish as compared with non-spraying in this experiments. Besides, effects of 
gathering eels is increasing with increasing range of water spraying and discharge. 
